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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１２．１２ノロウイルス食中毒
2012年11月30日付けの№88で「この冬はノロウイルスが大流行」を発信しましたが、ＧⅡ/４が大流行した2006/2007と同様に、2012年12月も大規模なノロウイルス食中毒が発生しました。まだ、ノロウイルスに注意が必要な季節ですので、行政の報道発表等を整理しました。
１　新潟県上越市の菓子製造業で製造された餅菓子
　　原因食品は11月30日、12月3日に8小中学校の学校給食で提供された餅菓子（郷土食）で発生。摂食者は約1,600人。患者便及び従事者便からノロウイルスが検出された。患者は7校で445人（12月7日発表）。
２　広島県広島市の弁当製造業者が調製した仕出し弁当
　　原因食品は12月10日、11日に販売された2種類の弁当で発生。１日4,700食が県内約1,400の事業所等に配達された。患者便17検体、従事者便7検体、拭き取り2検体からノロウイルスが検出された。患者数1,574人（12月17日現在）
３　山梨県甲斐市の弁当製造業者が調製した弁当
　　原因食品は12月10日、11日に調理・提供された弁当で発生。１日3,800食が県内約700の事業所等に配達された。患者便・従事者便からノロウイルスが検出された。患者数1,445人（12月30日現在）
　まだ、報告書が出ていませんので不明ですが、３事例とも従事者便からノロウイルスが検出され、従事者からの汚染が深く疑われます。最大の対策は丁寧な手洗いと、調理済食品（加熱せずに食べる食品）を扱う場合にはマスクの着用です。お腹が緩い等の健康が優れない場合でも、出勤を停止する必要があります。
また、まだ遺伝子型の発表がなく、2012年晩秋から感染症胃腸炎の原因として大流行しているＧⅡ/４の変異株であるかは不明です（笈川）。
特異な事例　東京都千代田区の居酒屋
ビルの地下1階の居酒屋において、12月5日、6日の利用者4グループでノロウイルス食中毒が発生。患者便及び調理従事者便からノロウイルスが検出された。調理場の壁及び排気ダクトから滲み出た水よりノロウイルスが検出された。患者数27人（12月13日発表）
　この食中毒は、確実に「もらい事故」です。「同店を運営する本部によると、水漏れは10月上旬ごろ見つかりビルオーナー側で補修したが続いていた」（産経ニュース2012.12.13）。ですが！　事故が発生すれば、これは言い訳にしかなりません。運営会社は、営業を休止する必要があったと考えます（笈川）。
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【追記】広島市の仕出し弁当に関して、1月7日の広島市の最終報で患者数が1,976人になっている。
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